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当教育術究所の学習指導K闘するftJf先もずいぶん久し〈なる。 国務 ・社会 ・数学 ・玉虫科などの教科に
ついては ，早〈 から学習指導間関する長時究が個kI'(行なわれていたが，ぞれらの研究の穣み邸2を縦て，
昭和 34年あらためて f7-力向上のための学習指導の改善Jをテーマ ζ して，金所長の共Fa.研究体制を
ととのえ，主として小 ・中学校の全教科Kわたる学力と学習指導i乞閉する 5か年計画の研究を始めた。
その最初の年は，過去5か年にむける 9教科の高校進学学力検査問題の検討を行君主い，学習指導上の問
題点を明らかにし ，研究紀要第 24集 P介冊と して干|府 した。また，文部省の全国学力調室主を迎也の小
.中学校vc一斉Vて行ない，その汚務afへき地児童生徒の学力」 と閉して併究紀勢第26集Kまとめて
干1行した。そのζろから学力と学t目指導の研究は， 主主研究所の最も中心的念研究銀題とな った。
今世守派4干によってどのような学力?形成しようとするのか，学力をどのようK考えるか， ζれが当時
われわれ所員の閣の論議の中1(.-4'(なっていた。学力の向上というととは，単に多くの知識を得るととで
rまな(.人間の能力をエきい育てる教育の本質に根ざしたもので-1:ければならない。機能としての，いわ
ば「いきてはたら〈学力jでなければ念ら念い。ζ うした学力をt'の.t， にして形成するかが当面のO
mである。教材に立ち向かつてζれを理解してゆく，子どもの学習の中核である獲解滋程や，思考会漁程守
分析し ，そとに 「いきてはたら〈学力」を縫う指導の契機を発見しようとしたのである。
しかし ，との賭笥童話の解決は，地方の一教育研究所のょくする ととるでないので，全国:tc.かける教育
係究庁の共同研究としてと bがずるととを本尉主強力陀提案した。幸いにも焔和 36年から全国教育研
究所連盟では，それまでの勤労青年欲台K闘ナる共同研究を会わ.1>，との児童生徒の学力と学膏指導の
問泌を全国的il:共同紙究として 5か年内と9組むζ ととなった。われわれは全面的KとれK参加し，斡
*糸としてその推進K努力した。とう して当研究所の第一次 5か制ヰ究は ，その辰後の 3か年を ，全国
教向。=究所の共同研究と歩みをともにしてきたのである。との間(とお・けるII'f究成来は，毎年度末Kまと
め.1 5冊の術究紀要として弔問したのまた全国共同併究のj成呆は王子習指滋研究シりーズ 12冊として
刊行されたが ，当<tiIf究所長もその製品(t(当たった。
さて ， との第一次 5 か年1Vf~ のュ島経で ，子ど もの思考過程ゃ理角~:itl程の様相令詳しくみてゆ〈うちに，
子とものひとりひと bの思考のはたらきや恕鱗のしかえI'Cd個人的-1:差異がる9.また，ぞれは他人の
栃緒的1..:印や惹hfE的i'I菌，広 (v、って，そのパーソナリティK根元するととろの大きいと止がむかつて
きたのである。 ζ うした子どもの令l人的念差異や，もしくはパーンナリナィといった億人の内1([1的攻も
のK触れて ， はじめて学習指婦というものが，具体的にくわしいもりに~ると忠、われるのである。 と う
した方向への追究を目ざして ，陥;f!H 守年から 5か午針凶で ，学力InJょのための虫学習指導改惑に闘する
第二次の統究を始める ζ とVにした。
昨年度はその第 1年自の研究として，子どもの個性的念もの，もしくは慈E主的なものを，どのように
してとらえるかを問題とし，またそれが学習とどのようK関係するかをみてきたが，今年度はその第2
4手巴として，そうした個性的念もの，もし〈は態度的念ものが，他々の子どもにあらわれている様相や
実際の学習の場で展開している様相をとらえ，学習指導をよb具体的設ものにするための基礎的資料を
得るととK努めた。
国語の研究は，今年度は，q寺K文生予的文章のを究1砕をとりあげた。文学的女主義は ，読んでゆく途中I'L沿
いても ，またまたみ訟えた時にまタいても， いるいると感じたタ考えたt，もろもろの主観的念惣いを喚起
するのが普通である。 とうした主鋭的?を要望完が，文学的文章の読みにないては緩めでたいせつでるか，
文章の其の意味J巴獲のうえvc:t'いても，また，作品に心で触れてゆ〈 うえf'(i.>いても，見透し待ない積
i駆的'tc意味をもっζ とが考えられる。 乙う した面(rL辛子ける子どもの読みの様相を，感想文の介析をと王子
して追究したものでるる。
算数.数学のM~剣ま，算数・数学科vc事、けるさ学業脚j誌の劣ゐ子どもの思努の特徴をとらえ，それらの
子どもに対する学菅指導の著書点を明らかにすることをねらいとしている。昨年度は，中学生の図形の論
吉正について ，数字のさ学業成綾の劣る子どもを併究対象として事例制(tc:研究した。今年度は，小学校高学
年の文章題の解決Kついて研究するととにし，算数の学業成績の劣る子どもとふつうの子どもK対して
文主主題の指導を他男IJκ行ない，その過穏や結果を比較考察した。
念主~ J主主所¥'L:lo，jずる学力向上のための学習指導改善I'L関する第二次 3か年計画の研究の一環として，
「複式学級VC;t，>1する学習指導」の伺究をとり②げた。 本年度は，特κ辺地Ki.'ける複式指導の実態とγ
ート式磁気録音機の利用状況を諦宜し，複式指導の問題点，録音機の利用場jHi，シー ト・プログラム作
成の問題等の実態を明らかV亡し，複式指導の近代化をはかろうと考えているものである。
とれらの研究は，それぞれ研究協力校の絶大念協力のもとに行念ったもので，学校長はじめ関係の教
職員各位，*-らびに児章生徒l'L対しても，心から感謝の意を表ナるしだいである。
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